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fluorouracil）は、細胞内活性酸素産生の増強、cytochrome C の細胞質内への放出、カスパーゼ 9
およびカスパーゼ 3の活性化を介して野生型 H2052細胞の細胞死を誘導した。0細胞はこれらの応答
に強い抵抗性を示した。一方、細胞骨格に作用する抗がん剤（paclitaxel、colchicine および
vinblastine）は、ミトコンドリア非依存性にカスパーゼ 8およびカスパーゼ 3の活性化を介して野
生型 H2052 細胞および0細胞の細胞死を誘導した。さまざまながん細胞株を用いて解析すると、DNA
作用型抗がん剤に対する感受性は、がん細胞に含まれるミトコンドリアの量と正の相関を示した。一
方、細胞骨格作用型抗がん剤に対する感受性は、がん細胞に含まれるミトコンドリアの量とは無関係
だった。これらの結果は、DNA作用型抗がん剤の殺細胞効果ががん細胞に含まれるミトコンドリアの
量によって規定されることを示している。 
本研究は、がん細胞に含まれるミトコンドリアの量とさまざまな抗がん剤に対する感受性との関連
を明らかにしており、化学療法におけるその医学的意義は大きい。よって、本研究者は博士（医学）
の学位を授与されるに値するものと判断された。 
 
